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Ⅰ はじめに 
 中国朝鮮族の作家・金学
キムハク
鉄
チェル
と彼の作品について日本ではあまりよく知られていない。し
かし、彼の作品と彼自身の経歴を見ると日本と深い関わりを持っていることがわかる。 
 金学鉄は中国大陸で日本軍と戦った朝鮮義勇軍戦士である。そして彼は日本軍の捕虜と
して長崎刑務所で 4年間投獄されたこともある。彼の作品、特に長編小説『激情時代』は、
彼の波乱万丈の戦闘経歴を集大成した作品である。彼はこの作品を通して、政治的原因に
よってなされた歴史の空白、人為的に消された朝鮮義勇軍の歴史を私たちに再見させてく
れたのである。 
 しかしながら、金学鉄と彼の作品についての研究は日本ではあまりなされていないのが
現実である。 
 韓国では 1987 年を起点に、「越北作家」（北朝鮮へ渡った韓国作家）の作品が解禁される
につれて「金学鉄研究」が始まるが、本格的な研究はまだ行われていない。先行研究をみ
ると、殆どは修士論文レベルのものである。博士論文は一本も出ていないのが現状である。
またその内容からみると、作品研究というより殆どが作家研究であることがわかる。 
 長編小説『激情時代』に関する先行文献を概括するなら、下巻の朝鮮義勇軍の活動につ
いての研究が殆どを占め、上巻の主人公の幼年期と少年期についての研究はあまりなされ
ていないと言える。 
 特に、作品中に登場する女性人物についての研究は空白のままである。この作品に登場
する女性人物は実に少ないが、女性人物が少ないその原因を分析してみるのも意味ある作
業だと思われる。その過程で意外な収穫が得られるかも知れない。そこで、本論文では『激
情時代』に登場する女性について論ずることにする。 
 
Ⅱ 作者と作品 
 
（１） 作者紹介 
 
中国朝鮮族の作家・金学鉄は、青春時代に朝鮮義勇軍戦士として中国の抗日戦争に参加
した抗日闘士であり、祖国の独立のために異国で日本軍と戦った国際主義戦士でもある。 
 徹底的に社会主義リアリズムの創作方法を信奉する作家・金学鉄の作品は、彼が経験し
た波乱万丈の人生経歴と不可分の関係にある。彼の作品は一貫して「自ら経験したことに
基づく」という創作方式を原則としている。従って、彼の作品により親しく接近するため
には、著者の経歴についての最低限の知識を準備しておく必要がある。特に、日本ではあ
まり知られていない作家と作品について論ずる時、このような情報は不可欠の条件となる
だろう。 
作家・金学鉄は、1916 年 11 月 4 日、朝鮮の港町・元山
ウォンサン
で麹
こうじ
製造業者の次男として生
まれた。本名は、洪性杰
ホンションゲル
である。平壌
ピョンヤン
時代には、「太平洋」、「金太洋」などのペンネーム
も使っていた。 
1929年、元山第2公立普通学校を卒業後、1934年までソウルの普成高等学校に在籍する。
 
普成高等学校時代に、「光州学生運動1」と李
イ
相和
サンファ
2の詩、「奪われた野にも春はくるのか」
の影響で民族的意識が高まり、反日思想（反帝国主義思想）に目覚め始める。普成高等学
校卒業後、日本に行こうとするが、光州学生事件の記録が書類に残っていて渡航証が出な
かったため断念する。 
1935 年 3 月、上海臨時政府3を目指して中国に渡るが、上海で金元
ミムウォン
鳳
ボン
率いる反日テロ組
織・民族革命党に参加する。1937 年、民族革命党の指示により、湖北省江隆にある中央陸
軍軍官学校4（校長・蒋介石）に入学する。 
1938 年 10 月、武漢で朝鮮義勇隊（朝鮮義勇軍の前身、隊長・金元鳳）の成立式に参加
し、入隊する。1940 年 8 月 29 日、中国共産党に入党する。 
1941 年 11 月 10 日、河南省太行山区の胡家庄で、洪思翊
ホ ン サ イ ク
率いる日本軍との戦闘で左足を
負傷し捕虜となる。1942 年 5 月、「治安維持法違反」の罪（朝鮮人であるがゆえに、戦争
捕虜ではなく政治犯とされたのである）で 10 年の判決が下され、長崎刑務所に移送される。
長崎刑務所で治療が遅れたため（転向書を書かないという理由で治療してくれなかった）、
左足を切断される。 
1945 年 10 月 6 日、「政治犯」を無条件に釈放するというマッカーサー司令部の命令によ
り釈放され、ソウルに戻る。 
1946 年 10 月まで、朝鮮独立同盟ソウル委員会で作家として活躍するが（この時期、短
編小説「百足」、「亀裂」、「南江渡口」、「卵」、「煙草スープ」、「夜盲症」などを発表）、「左
翼」に対する米軍政の弾圧により、12 月には北朝鮮に脱出する。平壌では、『労働新聞』
記者、『民族軍隊』主筆として勤め（平壌では、「政治犯 919」、「選挙万歳」、「誰が建設を
破壊するのか」などを発表）、金史良（在日一世の作家）とも親交を結ぶが、「長編小説を
一つ書けるくらいの事情があり」（金日成によって、朝鮮義勇軍出身者に対する粛清が行わ
れたのである）、1950 年 10 月には、平壌を離れて北京に亡命する。北京では、中央文学研
究所（所長・丁玲－中国の現代文学を代表する女流作家）で研究員を勤めながら中国語で
作品を発表し始めるが（北京では、『氾濫』、『軍功章』などを発表）、1952 年 9 月に、延辺
朝鮮族自治州が成立されると「未だ言い難い事情があり」、延吉に移住する。 
                                                  
1 光州学生運動（光州学生事件）は、1929 年に朝鮮半島の光州で起こった学生による民族運動である。1929
年 10 月 30 日、全羅南道の光州において、日本人の中学生生徒が朝鮮人の高校生女性生徒に対して、通学
列車内で侮蔑な発言を行ったとされる。これを背景として、11 月 3 日に朝鮮人学生と日本人学生の衝突
が発生し、警察が朝鮮人学生を検挙した。激高した光州高等学校の生徒たちは、検挙者の釈放を求めると
共に日本による植民地政策を批判し、示威運動を展開した。この運動は警察による弾圧により失敗に終わ
った。しかしながら、この運動は朝鮮各地の学生を巻き込んで四句 1930 年まで続き、4万人以上の学区
制を動員した。 
 
2 李相和（1901 年～1943 年）は、朝鮮の詩人。号は無量、想華、尚火、白唖。植民地の混乱の時代を生
きた民族詩人として知られている。 
 
3 上海臨時政府は、1919 年に朝鮮の独立運動を進めていた人々によって中国の上海に背手率された亡命政
府。李承晩（イ・スンマン）、呂運亨（ヨ・ウニョン）、金九（キム・グ）といった人々によって成立され、
日中戦争勃発後、重慶に移った。当時の日本人は「上海仮政府」と呼んでいた。 
 
4 中央陸軍軍官学校（黄埔軍官学校）は、中華民国大統領の孫文が 1924 年に広州に設立した中華民国陸
軍の士官養成学校である。当時は国共合作が行われていたため、中国国民党だけでなく、中国共産党の軍
人も入学した。北伐を志す孫文は 1923 年 9 月に蒋介石をソ連に派遣して軍制の視察をさせ、1924 年 1 月
28 日に広東省広州の長洲島にある黄埔に軍官学校（士官学校）を建設することを決定した。 
 
1957 年から始まる「反右派闘争5」により、長編小説『海藍江よ、語れ』が反党・反社
会主義の毒草とされる。彼は「反動分子」として分類され、24 年間、創作権利を奪われる。 
1966 年、命をかけて密かに書いた長編小説、『20 世紀の神話』が「紅衛兵6」の家宅捜査
により発見され、投獄される。1975 年には 10 年の判決が下される（判決が下されるまで
の長い間、非合法的に監禁されていた）。1977 年 12 月、満期釈放されるが、反革命の前科
者として 3年間、給料もない生活を送る。 
1980 年には、再審により無罪判決が下され、作家活動を再開するが、既に 65 歳であっ
た。没収された『20 世紀の神話』の原稿が返還されるが、永久出版禁止となった。 
1983 年、抗戦回想記『抗戦別曲』が出版されるが、作中人物の名前が全部偽名に取替え
られる。1985 年に、国籍を朝鮮籍から中国籍に変える。1986 年、長編小説『激情時代』（上、
下）が出版される。 
2001 年 9 月 25 日、延吉で亡くなる。 
 
（２） 作品紹介 
 
 1986 年に出版された長編小説『激情時代』（上、下）は、日本帝国主義の統治下の 1928
年から 1941 年までを時間的背景に、元山、ソウル、中国を空間的背景に、作者個人の現実
体験を基盤として朝鮮義勇軍の形成と発展過程、そして国民党の統治区域から中国共産党
の八路軍の統制区域に移ってくる経過を反映し、中国大陸での抗日武装闘争を形象化した
作品である。 
『激情時代』の上巻と下巻は、構造的な差異性を示している。 
上巻は、主人公・徐
ショ
船長
センチャン
の元山を舞台とする幼年期とソウルを舞台とする少年期の物語
である。その背景となっているのが労働組合の運動と「光州学生運動」である。中心とな
るのは、少年期の体験により、奪われた祖国を取り戻そうとする情熱に燃え、遂に民族独
立運動に参加するため上海に向かうという物語である。 
上巻に登場する主要人物は、主人公・徐船長、徐船長の姉である徐
ショ
正実
チョンシル
、幼年期の徐船
長が兄として憧れる楊
ヤン
氏
シ
童
ドン
、日本人の妾、楊氏童の恋人である孫
ソン
双年
サンニョン
、アナーキストから
共産主義者に変身する韓正熙
ハンジョンヒ
などである。これらの人物たちは、家族を形成する一人ひと
りの個人的存在として描かれている。 
下巻では、中国の上海、南京、武漢、太行山などが舞台となっている。上海での民族革
命党のテロ活動、南京での軍官学校生活、武漢での朝鮮義勇隊の成立と対日宣伝工作、そ
                                                  
5 反右派闘争とは、中華人民共和国において、1957 年に毛沢東が発動した反体制狩を指す。1956 年、毛
沢東は百花斉放百家争鳴を打ち出し、党批判を奨励した。「我々は批判を恐れない。なぜなら我々はマル
クス主義者であり、心理は我々の側にあるからである」と胸を張った。しかしいったん批判を許すと、党
に対する建設的な意見を具申するのではなく、党を告発するような行為が目につくようになった。このた
め、毛沢東は翌年百花斉放百家争鳴を撤回。党に対して批判を行ったものに、党の公式見解に沿った自己
批判をさせた。また少ないとも全国で 50 万人以上を失脚、下放させ（農村に追放させ）、投獄した。この
闘争で国民個々の思想まで国が監督し始め、後の大躍進、文化大革命へと突き進んでいく。逆に言えば、
反右派闘争までは公務員、資本家を除き社会には比較的自由な空気が存在していた。 
 
6 紅衛兵は、中華人民共和国の文化大革命時期に台頭した全国的な青年学生集団である。1966 年から 1968
年にかけて実権は打倒に猛威を振るったが、派閥間の武闘を繰り返して統制できなくなり下放（農村に追
放）される。 
 
して太行山での抗日戦闘などを生きいきとした人物像を通して描かれている。 
下巻に登場する主要人物は、義勇軍戦士になった徐船長、楊氏童、徐船長の恋人であり、
義勇軍戦士である宋
ソン
一葉
イルヨプ
、渾名で呼ばれている「破壊王」、「戦争する時」、「オセロ」など
の義勇軍戦士である。下巻に登場する人物たちは、主には組織的な群像として描かれてい
る。 
 
Ⅲ 『抗戦別曲』から『激情時代』へ 
 
読みの一つの戦略として、金学鉄の『激情時代』を、後書きから読んでみよう。小説の
後書きで著者は次のように述べている。 
 
いうまでもなく、『激情時代』は、小説の形式を借りて書いた伝記文学である。従
って、ある種の政治的原因によってなされた歴史の空白を埋めることができると自
負している。    
運命の神は私を、胡家庄戦闘を最後に、戦乱の太行山を離れさせた。そこで「自
ら経験したことに基づく」という宗旨に従った『激情時代』も途中で終わりでない
終わりになってしまった。（『激情時代』、下巻、467 頁） 
 
ここからわかるように、『激情時代』は、「ある種の政治的原因によってなされた歴史の
空白を埋める」ために小説の形式を借りて書かれた伝記文学である。 
それでは「ある種の政治的原因によってなされた歴史の空白」とは何であろうか。著者
は散文集、『天堂と地獄の間』に収められた「いわゆる三千宮女」という作品の中で次のよ
うに述べている。 
 
我らの朝鮮義勇軍、日本帝国主義が無条件降伏する日まで、この中国の地で武装
闘争を続けていた唯一の抗日部隊は、南（韓国）では「赤（빨갱이）」（共産主義者）
として完全に無視されてしまった。そして北(北朝鮮)では、勝手に奇怪な罪を着せ
られ抹殺されてしまった。我らの誇らかな朝鮮愛国者の組織―朝鮮義勇軍。虚しく
消えてしまった一つの実体。果たして私たちは、侵略軍と長らく 8年間も壮烈に戦
ってきたものが忘却の流沙の中に儚く埋もれていくのを眺めるしかないだろうか。
（金学鉄、『天堂と地獄の間』、延辺人民出版社、2002 年、94 頁） 
 
 独立された祖国は北と南に分断された。南ではアメリカから帰ってきた李承万が政権を
取り、北はソ連から戻ってきた金日成が政権を握ることになった。異国の地で祖国の独立
のために最後まで戦ってきた朝鮮の唯一の抗日部隊・朝鮮義勇軍は、南と北の挟間でその
痕跡さえ消されてしまったのである。 
南では、米軍政による「左翼」弾圧があり、北では金日成による粛清がなされた。朝鮮
の独立武装闘争は金日成だけがやったという嘘が広められていった。このような政治的原
因によってなされた「歴史の空白」を埋めるために金学鉄は書いたのだ。『激情時代』を、
朝鮮義勇軍の本当の歴史を。 
 しかし、彼は「歴史」を小説の形式で書きたくはなかった。 
実際、長編小説、『激情時代』は、1983 年に出版された伝記文学、『抗戦別曲』を原型と
して 1986 年に再創作された作品である。 
もし、ただ朝鮮義勇軍の歴史を再現し、それを世間に知らせるという目的だけであれば、
 
わざと小説の形式で『激情時代』を書く必要はなかっただろう。既に 1983 年に出版された
伝記文学、『抗戦別曲』だけで十分であろう。それでは何故「伝記」から「小説」へ、つま
り『抗戦別曲』から『激情時代』へと再創作が重ねられたのか。 
その原因を以下のようにまとめてみよう。 
 
（１）登場人物に対する誤解と混乱を避けるため 
 
私の『抗戦別曲』はね、ほんとに骨が折れたんですよ。編集が終わって印刷する
段階になっても「ダメだ、金日成が抗議してくる」と延辺では出版不許可になった。
（そこで仕方なく、のちに黒竜江に持っていった）。文正一という人がいる。民政省
の次官だった人で、あなた（大村）が訳した「タバコスープ」では文正三という名
で主人公として登場する男だが、彼が「なぜ出版できない」と抗議した。延辺が出
版の途中で「金学鉄が朝鮮の反党分子を謳歌する作品を書いた」として北京に訴え
たので騒ぎになった。そこで文正一がまたでてきて「どういうことか」とけんかに
なって、ようやく黒竜江で出版された。作品中の名前がみんな仮名になっている。
しかも「国内発行に限る」という条件で発行が許されたが、私はいつか全部もとの
本名に直して出すつもりでいる。（大村益夫、『中国朝鮮族文学の歴史と展開』、緑蔭
書房、2003 年、336 頁） 
 
私は『抗戦別曲』を書きました。それは伝記文学として書きました。しかしそれ
が問題となり、出版社から追い出されたんです。私は私たちが生きている限り、私
たちの歴史を残すつもりです。しかし小説で書くしか他に方法はなかったのです。
それで『激情時代』を書きました。（延辺文学芸術研究所編、『金学鉄論』、黒竜江朝
鮮民族出版社、1990 年、311 頁） 
     
1983 年に登場人物を全て実名で書いた抗戦回想記、『抗戦別曲』は、紆余曲折を経てや
っと出版されたが、作中人物の名前は全部偽名に取替えられた。「金学鉄が朝鮮の反党分子
を謳歌する作品を書いた」、「金日成が抗議してくる」というのがその理由であった。そし
て印刷された本は、「国内発行に限る」という条件で発行が許された。つまり『抗戦別曲』
（朝鮮義勇軍の歴史）を海外まで（朝鮮半島にさえ）広く知らせることができなかった。
『抗戦別曲』は、「私たちの歴史を残す」という作者の意図を満たすことができなかった。
それで小説というノンフィクションの形式を借りて『激情時代』を書いたのである。『激情
時代』は、徐船長、楊氏童、孫双年、宋一葉などの主要人物の名前を偽名にすることによ
って、他の人物、特に朝鮮義勇軍の指導者たち、金元
ミムウォン
鳳
ボン
、方孝三
バンヒョサム
、李
リ
益
イク
善
セン
、金学
キムハク
武
ム
などの
名前を実名で残すことに成功したのである。主要人物を偽名で書いたのは、作品構成上の
理由によるだけではなく、出版のための一つの戦略であったかも知れない。 
 
（２）作者本人の記憶と経験の限界を克服するため 
 
しかし、いざ書き始めてみると、当時、朝鮮義勇軍での私の地位が低かったせい
もあり、知っていることが少ないうえ、根拠となる資料さえも殆ど戦火の中でなく
してしまったので困難極まりなかった。太行山の雑草の中で永遠に眠っている戦友
たちに対する切なく限りない同志愛がなかったら、執筆を最後まで続けることはで
きなかったかも知れない。（『激情時代』、下巻、466 頁） 
 
 『激情時代』では作者の範囲を超えて全体の物語を書きました。当時、私たち   
の生活と経歴は大同小異でした。少しさきに来た人もいれば、少し後から来た人も
いました。私が後書きでも書いたように事実を適当に再編しただけです。『激情時代』
は事実、私たちの歴史です。歴史として書くと、個々の人たちを全部書かなければ
なりません。それができないので、小説で書いたのです。（延辺文学芸術研究所編、
『金学鉄論』、黒竜江朝鮮民族出版社、1990 年、311 頁） 
 
 
『激情時代』の主人公・徐船長の物語は殆ど著者本人の物語であるが、完璧には一致し
ない。偽名で登場するほかの人物も同じである。架空の人物も殆ど他の作品（散文集、『朝
鮮義勇軍－最後の分隊長』、『私の道』、『太行山脈』など）にその原型を探ることは可能で
ある。しかし、それは何人かの原型人物を一人の作中人物に集約させた形になっている。
従って、物語的事実と歴史的事実の間にずれが生じている。小説の形式を借りることによ
って、フィクションとノンフィクションの矛盾に対する反発を避けることが可能となるの
である。 
 
（３）もっと広く読者に接近するため 
 
 伝記文学より小説のほうが読者と接近しやすい。読者層を広げ、朝鮮義勇軍の歴史をも
っと広く知らせるためには、小説のほうがより効果的である。実際、『抗戦別曲』と比べ、
『激情時代』のほうが世間でより広く知られている。作者の意図が何処にあるかはよく分
からないが、これは事実である。 
 
Ⅳ 『激情時代』の女性たち 
 
多くの戦争小説がそうであるように、金学鉄の『激情時代』もある意味で、男の物語で
あるといってあながち間違いではない。79 万字に達する長編小説の中に登場する女性人物
の数は男性人物に比べて極少ない。 
 『激情時代』に登場する女性人物は少ないが、それを以下の五つに分類し、具体的な人
物像を分析してみよう。 
 
（１）植民地朝鮮の最下層の女性たち 
 
主人公・徐船長の母は、作品の中で唯一名前の出ない人物である。 
貧しい漁夫の妻、二人の子供の母としての彼女は、一生を家族のために捧げる朝鮮女性
の典型的人物である。 
魚がいっぱい獲れて生活に少し余裕が出そうになると、まずは二人の子供の新しい服を
買ってあげようとする。そして自分は、「飢えて死ななければそれで満足…それ以外に何を
望むんですか。」（『激情時代』、上巻、16 頁）と言っている。 
息子の徐船長が中学校に進学することになっても学費が払えない。それで彼女は、自分
から進んで息子を遠い親戚に養子入りさせるのである。子供のためであれば何でも犠牲に
する母性あふれる人物である。 
 
徐船長の姉である徐正実は、貧しい漁師の娘として生まれ、幼い頃から学校にも入られ
 
ず、家計のために苦しい労働を強いられている。魚の捌き場や砂場での重労働、家政婦な
どの仕事で苦しめられながら、彼女はその全てを「女の宿命」として受け入れている。 
そんな彼女にも運命的な転換が訪れる。家政婦として働いているうち、金持ちの息子で
ある韓正熙に気に入られ、彼と結婚することになるのである。しかし、アナーキストであ
り、後に共産主義者に変身する韓正熙は、その資産を革命のために蕩尽してしまうのであ
る。 
 
日本人の妾であり、楊氏童の恋人である孫双年は、植民地朝鮮の最下層女性の代表的人
物であり、植民地拡張戦争の犠牲者でもある。 
孫双年（손쌍년）、この名前には女性侮蔑的な意味がたっぷりと含まれている。朝鮮語の
「쌍년」は、身分の低い女性を指す卑語である。そしてこの名前は、著者・金学鉄の母の
実名でもある。 
作品の中で、孫双年はその名前の由来を自ら徐正実に語り聞かせている。 
「私の母は一人息子の妻じゃない。だからみんな息子が生まれるようにと願うわけ。し
かしあいにく私が生まれたんじゃ。それで私の祖父が怒ったんだ。私の名前を、家を亡ぼ
すふしだら女だといって、『쌍년』と呼んでくれと言ったんだ。それで私の父は仕方なく、
そのまま出生届を出してしまったんだ。というわけで、『쌍년』が戸籍に載ってしまったん
じゃ。」（『激情時代』、上巻、10 頁） 
 漁師であった孫双年の父は、何年か前に海で溺れて死んだ。酒売りで家計を維持してき
た母も病気で倒れてしまう。それで娘の孫双年を金持ちの日本人に売ってしまうのである。 
 孫双年は、年寄りの日本人、山田の妾として裕福な生活を送りながら若い楊氏童と恋に
落ちてしまう。しかし楊氏童は労働組合のストに参加し、警察に追われて中国へ逃げ、朝
鮮義勇軍戦士になるのである。 
 恋する二人が分かれて１２年後、孫双年は朝鮮での全てを放棄し、恋人の楊氏童を捜し
に中国へ向かう。孫双年が乗った北平列車は途中で朝鮮義勇軍によって乗っ取られ、車両
の中で銃撃が始まる。銃撃中、一人の義勇軍戦士が日本軍の銃弾を受け彼女の前に倒れて
しまう。その義勇軍戦士が彼女の恋人、楊氏童である。 
 
（２）富裕階層の女性たち 
 
金持ちの娘であり、共産主義者・韓正熙の妹である韓
ハン
善
セン
姫
ヒ
は、恵まれた家庭で育ち、高
い教育を受けた知識人女性である。彼女はバイオリニストでもある。 
アメリカ人が経営する「ルシ女子学校」を卒業後、校長先生の推薦でアメリカに留学す
ることになるが、「何、アメリカ？女独りでアメリカに行く？そんな、話にもならん。」（『激
情時代』、上巻、154 頁）という祖父の一言で、ジュリアード音楽学院が梨花女子専門学校
に変更されてしまうのである。 
梨花女子専門学校在学中、学生運動に参加し、警察に逮捕される。卒業後は、梨花女子
専門学校に残って先生となる。のちに徐船長の小学校の担任である愛国青年・金永河と恋
に落ちる。 
 
親から多くの資産を受け、弁護士・淵甲寿の妻となる朴
バク
淑子
シュクザ
は、子供がいないので徐船
長を養子として受け入れる。彼女が徐船長を養子に受け入れた目的はただ一つ、夫、淵甲
寿の浮気を少しでも防ぐためである。 
 
二人の男女が川で無理心中するのを見た彼女は、「私を愛するあげく無理心中しようとす
る純情な美男がいればどれだけやりがいのある人生だろう」と言いながら夫のことを考え、
「もし私が淵甲寿と無理心中しようとするとあの人はきっと川に飛び込んだ途端、船に登
り上がるだろう」（『激情時代』、上巻、271 頁）と嘆くのである。 
徐船長が養子として彼女の家に来たばかりの時、「ここは元山ではなくソウルだ。そして
この家は君の家とは違って家柄がいい。だからいい加減にしてはいけない」（『激情時代』、
上巻、221 頁）と訓示する。 
徐船長が学生運動に参加しようとすると、「君は絶対、前に出るな」、「世の中はどれだけ
複雑であろうとも君は勉強さえすればいい。そんなことに関係しなくてもいい」（『激情時
代』、上巻、266 頁）と説教するのである。しかし、徐船長に注がれる愛は本物の母性愛で
ある。 
彼女を騙して中国へ行く時、徐船長はその母性愛について吐露している。 
「淑子叔母、愛国愛族という観念を少しもわかっていない淑子叔母、盲目的に私を愛し
てくれる淑子叔母、本能的に私を可愛がってくれる淑子叔母…淵甲寿の犠牲の羊、可哀相
な淑子叔母…」（『激情時代』、上巻、396 頁） 
 
（３）戦う女性たち 
民族革命党の党員である金惠淑
キムヒェシュク
は、徐船長が上海で出会った朝鮮人革命家の一人である。
彼女の誘いで徐船長は民族革命党のテロ活動に参加することになる。 
彼女は革命で夫を亡くし、自らもテロ活動に参加している。朝鮮人の裏切り者、日本人
の手先を粛清する活動にも積極的に参加するが、物語が進むにつれて彼女についての話は
途切れてしまう。しかし、これはこの作品の構成上のミスではない。これは逆に、不断に
変化する当時の状況をリアルに見せてくれると言えるだろう。 
 
『激情時代』で注目すべき人物の一人は宋一葉である。彼女は熱烈で、勇敢で、愛国心に
溢れている義勇軍戦士である。反面、彼女は嫉妬心が強く、気まぐれかつ複雑な性格の持
ち主でもある。 
彼女は 18 歳の時から上海公共租界の有名なダンスホール、「メトロポリス」のダンサー
として活躍しながら反日テロ活動に参加している。 
彼女は村田警部を誘惑し、暗殺するために彼と寝たりもする。このような任務のために
彼女が寝た男は十人を超えている。 
しかし彼女は、大胆に自分の愛を追求している。自分の弟くらいの徐船長と出会うと彼
に惚れてしまい、夜中にこっそり彼の部屋に潜り込んだりする。しかしすぐに、それが結
末のない愛であると悟り、片思いに苦しむことになる。そして彼女は、全保
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の
愛を嫉妬しはじめるのである。 
朝鮮義勇軍に参加してからも、彼女は深い矛盾と悩みに苦しんでいる。朝鮮義勇軍と一
緒に解放区に入り、苦しい生活にもよく耐えているが、政治理論を学習する時には何時も
怠けている。 
任務のために徐船長と会える時間が少なくなると、「革命部隊にはなぜこんなにも個人の
自由が一つもないのですか」（『激情時代』、下巻、349 頁）と怨嗟の声を上げたりもする。 
宋一葉は張
ジャン
玉
オク
燕
イェン
が自分より知識が多いと知り、彼女を嫉妬したりもする。しかし彼女
は幼い戦士に聖母マリアのような母性愛を注いだりもするのだ。 
 
徐船長がいない時、日本軍の空爆によって彼女は片手を負傷する。それが一晩で破傷風
を起こし、夜が明ける前に孤独に死んでしまうのである。 
 
（４）朝鮮義勇軍に参加した日本人女性 
 
 寺本朝子は、自ら朝鮮義勇軍に参加した有一の日本人女性である。彼女は朝鮮語にも熟
達している。 
寺本朝子は朝鮮で大きな薬屋を経営している日本人の娘である。彼女は薬屋で手伝いを
している朝鮮人男性と意気投合し、頑固な親の反対を避けるため、日本軍の勢力が及ばな
い八路軍の管轄区域に逃げ込む。そして彼女は朝鮮義勇軍に参加するのである。 
朝鮮義勇軍が国民党の傘下にある頃には、井村芳子という日本人女性もいた。しかし、
彼女は八路軍には来なかった。 
この二人の日本人女性について金学鉄は他のところでも言及している。 
 
日本軍と戦争する時、あっちは強いからね、苦戦したもんだ。日本人の女性もこ
ちらに来た。井村芳子、これは国民党軍隊いたが、八路軍には来なかった。寺本朝
子は国民党にいて、のち八路軍についてきた。かわいがって、あちこちつれて転戦
した。この女が歌を歌うんですよ。『荒城の月』『夕焼け小焼け』『お手手つないで』。
これを敵に向かって歌うんですよ。これは効果ありましたね。 
その女のうち、一人は朝鮮人が好きだったのに親が許さなかった。そこで逃げて
こっちに来た。政治的理由はない。もう一人は夫がいなかった。なぜ来たかわから
ない。 
寺本朝子は北朝鮮にいたことがあった。私たち夫婦の子供が生まれた時、かわい
がってくれた。朝鮮人戦友と結婚したが子供はいない。今北朝鮮にいると思う。彼
女は日本人で中国の戦闘に参加した。朝鮮義勇軍、そして八路軍に参加した。尊敬
されるべき人だ。北朝鮮にいた時、権赫と名を変えた。寺本は八路軍にいたころ２
３歳か２４歳だった。（大村益夫、『中国朝鮮族文学の歴史と展開』、緑蔭書房 2003
年、340 頁） 
 
（５）侵略戦争の犠牲者たち 
 
『激情時代』には朝鮮人従軍慰安婦についての話も出てくる。八路軍はある戦闘で慰安
婦 4人を捕まえた。日本人女性だと思って捕まえてみると朝鮮人女性であった。それで朝
鮮義勇軍に預けた。彼女たちは美しくはなかったが、よく働いた。 
作品の中で、宋一葉と張玉燕は彼女たちについて次のように語っている。 
 
とてもかわいそうな女たちですよ。田舎で生まれ、小学校にも入れなかったそう
です。貧困に追いやられ売られて来た女たちです。顔がよくないので後方では売れ
ないので、それで前方に追いやられて来たそうです。前方は女に飢えていて顔など
関係ないそうです。奴らを一日に 20、30 人くらい相手にすると腰が痛くて堪らない
そうです。ご飯を食べる暇もないので寝たままお握りを食べて食事を済ますことが
多いそうです。これは人間地獄ですよ。よくみると、純白で山の奥に咲いている桔
梗の花のようですよ。そんなにも素直で、正直で天真爛漫ですよ。（『激情時代』、下
巻、401-402 頁） 
 
 
 金学鉄も他のところで朝鮮人従軍慰安婦について次のように述べている。 
 
日本軍に朝鮮人慰安婦がいましたよ。それが捕虜になる。何人も。最前線に出て
くるのは、もう一番顔が悪いんだ。いいのは後方で高い金で売れるし、危険なとこ
ろまで来ないよね。八路軍の奴、ばかだね。日本軍の兵営を殲滅して女を捕虜にし
た。日本の着物を着てたので日本人と思ったのに、朝鮮人だったんだね。そこで私
たちのところによこした。困っちゃうね、これ。ほとんどみな花柳病があるんだね。
軍医がみなけりゃいけない。すると漢族の軍医が私たちに言うんだね。『お前たちの
国の女はみんなこんなに醜いのか』。自尊心を傷つけられたね。 
『ばかいえ』と醜い女が最前線に来る必然性を教えてやった。『うちの国だってゾ
クゾクスルベッピンがいくらでもいるんだぞ。』 
ところが何日かたつうちにわかったんだけど、この女たちが非常に心やさしいん
だよね。山の奥で小学校も行けず、生活が苦しくどうにもやっていけなくなって売
れられてきたわけだ。山の中の泉のように清らかな女たちなんだ。驚いたね。感激
したよ。その女たちが薪をとるのに一人で私の 10 倍もやるんだから。恥ずかしかっ
たね。（大村益夫、『中国朝鮮族文学の歴史と展開』、緑蔭書房、372-373 頁） 
 
『激情時代』に登場する女性人物は少ないが、それは以下の原因によるものであると考
えられる。 
 
（１）作品の構成によるもの 
 
作品の主人公・徐船長は少年期までは朝鮮で過ごし、青春期は中国大陸でテロ組織の一
員、そして軍人として過ごしていた。 
小説の半分を占めている上巻は、主人公の幼年期と少年期の物語である。この小説は三
人称で書かれているが、上巻を見る限り、男の子供（主人公・徐船長）の視線で書かれて
いるかのように見える。この作品の「徐船長」を「私」に変えて読んでも、何の不便も生
じないのだ。 
「成長小説」ともいわれているこの作品には、確かに主人公の恋の物語もある。しかし、
主人公・徐船長と、彼より年上である宋一葉の愛は熱烈なものではない。それは宋一葉の
片思いに過ぎない。彼女に対する徐船長の思いは愛というより「憐憫」と「同情」に近い。
従って、この作品の下巻に登場する女性主人公である宋一葉が登場する場面もあまり多く
はない。破傷風で宋一葉が亡くなる場面も「宋一葉は一言も言えず、夜明け前に絶命した」
（『激情時代』、下巻、448 頁）の一言で簡略され、彼女の死に対する徐船長の感情は最後
まで表現されていない。 
特に、900 頁にも達するこの作品の上下巻を通して登場する女性人物は一人もいない（孫
双年が下巻で一回だけ出てくる）。これも不思議である。 
 
（２）物語の時代背景によるもの 
 
この小説の背景となっているのは、植民地下の朝鮮と戦中の中国大陸である。中国での
反日テロ活動と朝鮮義勇軍の反日武装闘争がこの作品の中心部分を占めている。従って、
この作品に登場する女性人物が少ない原因の一つは、その当時、中国で反日闘争の一線で
戦った朝鮮人女性が少なかったことではないかと思われる。著者本人も言っているように、
「女性は 100 分の 1くらいで少なかった」（大村益夫、『中国朝鮮族文学の歴史と展開』、緑
 
蔭書房、2003 年、374 頁）のである。 
また、反日闘争の現場が朝鮮ではなく、異国の中国であったこともその原因の一つであ
ると思われる。同じ軍人であっても異国より、自国でのほうが女性と接する機会が多かっ
たのではないだろうか。 
 
（３）作者の経験と限界によるもの 
 
『激情時代』の著者は、青春時代を殆ど戦場で過ごし、１４年間、日本と中国の監獄で
過ごしていた。従って、著者本人が女性と接する機会は極めて少なかったのではないだろ
うか。 
勿論、これは女性と接する機会が少ないから女性についてよく知らない、女性をよく知
らないから女性について書けないということではない。作家は感受性と想像力だけでもも
のが書ける。しかしその想像力にも「原型」が必要となる。「原型」のない想像力は考えら
れない。 
著者が『激情時代』の女性人物を描く時、そうした「原型」が少なかったのではないだ
ろうか。『激情時代』に登場する女性人物が殆ど偽名の架空人物であるのは、そこに原因が
あるのではないだろうか。 
 
Ⅴ 終わりに 
 
 『激情時代』に登場する女性人物について論じながら浮かび上ってくる問題が一つある。
それは、なぜこの作品に登場する女性人物の物語は、全て途中で途切れているのか、とい
うことである。 
その原因は作品の構成と物語の内容、つまり空間的背景の雑多性と時間的飛躍の複雑性
から探ることが可能であると思われる。しかしながら本論文では、それについて具体的に
論ずることはできなかった。 
 また登場人物、特に主要人物の孫双年と宋一葉についての詳細な分析が欠けているのも
事実である。 
 これらの問題については今後あらためて論じることにしたいと思う。 
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